
８．風の駅壱番館  事業計画 

 
１．目 的 
  在宅の障がいのある方が、仲間と共に地域で暮らしていくために必要な支援を行うと

ともに、主体的に生きていくための自己選択や自己決定を重んじ、日々の生活の充実と自

己実現を支援することを目的とする。 
 
２．活動方針 
（１）利用者さんの基本的人権を尊重し、主体的、意欲的に過ごすことを支援する。 
（２）利用者さんの個性を尊重し、生活経験が広がり、社会性を養い充実した地域生活につ

ながるように支援する。 
（３）利用者さんの安全と、心身の健康の維持・増進に努める。 
（４）地域の活動に積極的に参加し、地域社会と良好な関係を保ち、利用者さんが地域で暮

らしやすい環境づくりをめざす。 
 
３．概 要 
（１）職員体制 
  管理者（サビ管兼務） １名・サ－ビス管理責任者 １名 
  生活支援員      ２名・世話人２名 
（２）業務の内容  
  食事：食事の提供      健康管理：服薬の確認、検温、法人内連携 
  生活：生活相談、買い物等の支援、自治会との連携 
（３）オプションとしての業務 
  日中一時及び外出・移動支援、短期入所 
 
４．安全対策 
  自治会との関係や法人内バックアップ体制を含めての防災計画を別に定める。 
 
５．支援会議 
  生活支援員及び世話人による支援会議を定期的に開催し、支援の充実に努める。なお、

重要な事項については法人本部にて検討し対応する。法人内連携会議（なごみ会議）を

定期的に開催する。 
６．課題    
・ 保護者の高齢化による完全移行問題及び利用者の高齢化に伴う介護保険への移行問題 

・支援者の確保（特に夜勤者）と経営状況の改善 


